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霜月に入り、ようやく秋が深まり始めました。今年は、台風が多く発生し伊

豆大島などで大きな被害を受けました。被災された方々に、お見舞い申し上げ

ます。 
 

 

1.マスターコース 実績を上げ終了（８月２日～１１日） 

８月２日から始まった「ぎふ・リスト音楽院マスターコース」は、１１日ま

でに全日程を済ませて閉幕しました。 
 
今年のマスターコースは、コンサート

を８月２日高山市国府町のこくふ交流

センター・さくらホール、８月４日岐阜

市のサラマンカホールの２会場で開催

しました。この内、こくふ交流センタ

ー・さくらホールでは、約３７０人の観

客     
があり、本格的な演奏を楽しむ姿が見ら

れました。コンサート後のアンケートで

も評価の高い声が寄せられました。また、サラマンカホールのコンサートでは、 

（マスターコンサート リハーサルの様子） 
約３４０人の観客を迎え、熱の入った演奏が披露されました。 
 

翌５日から１０日まではレッスンが始まり、サラマンカホール・ピアノ、岐

阜県図書館（５日のみグランベール岐山）・ヴァイオリン、クララザール・チ

ェロに分かれて行われました。今夏のマスターコースでは、小学校５年生のチ

ェリストがフルタイムでレッスンを受け、オンツァイ教授から「秋にハンガリ

ーで開催される国際ポッパーチェロコンクールに出場しては」と誘いを受け、

大きな話題となりました。              
一方、最終日となる１１日には留学選考会が開催され、ピアニスト３名、ヴ

ァイオリニスト３名、チェリスト１名の７名の合格者が現れました。マスター

コース事業は、着実に実績を上げています。 
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2.岐阜市の少年チェリスト、国際チェロコンクールで優勝 

 

前述のマスターコース、チェロ部門の受

講生である清水陽介くん（岐阜市華陽小学

校５年生１０歳）は、オンツァイ教授の薦

めから９月１６日からハンガリー、ヴァー

ルパロータ市ツリーバール祝祭ホールで

開催された「第５回国際ポッパーチェロコ

ンクール」に出場しました。 
 

（ガラコンサートで演奏する清水くん）  

 

国際ポッパーチェロコンクールは、チェロのヴィルトーゾ（巨匠）と言われ

たダヴィッド・ポッパーが長くリスト音楽院で教鞭をとったことから、ハンガ

リーで１５年前から始まり３年に１度のトリエンナーレとして開催されていま

す。 
特に今年は、ポッパー没後１００周年記

念でもあり、世界の音楽関係者から関心

を集めていました。各国から送られてき

た出場希望者の書類選考後に、１４カ国

４０人のチェリスト達が集まり熱演を繰

り広げました。この中で、清水くんは、

第２部ジュニア部門で優勝を果たし、金

メダルと賞状を受けました。 
 

（オンツァイ教授と記念撮影する清水くん） 
各部門の入賞者が集まったガラコンサートを聴きますと、確かに清水くんは

まだ１０歳の少年ながら自分自身のポッパーを全身で表現していて、優勝を理

解させてくれる演奏内容でした。この音楽スタイルは、審査員だけでなく観客

までの評価を得たと感じました。 
 

清水くんは、３歳の頃 お兄さんの晋太朗くんとヴァイオリン教室に通う内に

チェロが好きになり、名古屋まで通ってレッスンを受けていました。去年から、

岐阜県の音楽事業「ぎふ・リスト音楽院マスターコース」を続けて受講したと

ころ、リスト音楽院のオンツァイ教授のレッスンにも馴染み、周囲が眼を見張

るような演奏をするようになっていました。清水くんの出現は、マスターコー

スに新しい１ページを開くことになりそうです。 
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3.正眼寺 山川宗玄老師のハンガリー訪問、大きな足跡を残す 

（９月８日～１１日） 

 
９月８日から１１日まで、正眼寺の山川宗玄老師がスイス・チューリッヒ道

場での接心（修行）後、ハンガリーに立ち寄られました。当協会では、老師一

行のハンガリー訪問計画を立て、交流の深いコーシャ氏やリスト音楽院教授達

との出会いの他、ブダペスト商科大学での講演会、そしてハンガリーカトリッ

ク最高指導者との会談を実施しました。 
 
講演会は、ヨーロッパで禅について

関心が高いことから当初から計画して

いたものです。 
また、カトリック最高指導者との会

談は、東西霊性交流としてカトリック

と禅宗との交流が３０年以上に渡って

続いていることから新たに計画したも

のです。 
講演会は、会場となったブダペスト

商科大学の学生の他、一般市民や知識人 （正眼寺 山川老師による講演の様子） 
と思われる人達でほぼ満席の状態となり、通訳を通じて山川老師の話を熱心に

聞いていました。                 
 
山川老師は、禅についての話の中で「體露金風」という禅語を自分自身の体

験からわかりやすく説明され、聴衆の関心を集めていました。ヨーロッパでは、

今年のパリオートクチュール秋冬コレ

クションでも龍安寺の石庭モチーフに

した新作が発表され、大きな喚声を得る

など禅への関心が変わらずに高いよう

です。 
ハンガリーカトリックの最高指導者

との会談では、会場となったコーシャ氏

の私邸にネメッシュ・ペーター司祭と山

川老師が招かれ、お互いの宗教事情など

気さくに話し合われました。      （山川老師とネメッシュ・ペーター司祭） 
会談は、お互いに敬う気持ちで話が進み、禅語の「和敬静寂」という言葉の

ごとく時間が過ぎていきました。 
 
今回の山川老師のハンガリー訪問は、親しい友人との再会だけでなく、禅の

講演会とハンガリーカトリックとの会談ということにおいて、日本とハンガリ

ーの文化交流に大きな足跡を残したといえます。今後の交流に反映させたいと

考えています。 
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4.リスト音楽院修復工事終了、蘇る音楽の殿堂（９月２２日） 

 
５年前から修復工事に入っていたリス

ト音楽院本校は、ようやく工事が終わり、

９月２２日にグランドオープンガラが開

催され、１０００人以上の招待客でにぎわ

いました。 
グランドオープンガラには、山田会長と

役員が招待を受けました。外観は、黒ずん

だ埃がすべて落とされ、ドアなど隅々の傷

みまでもが修理されました。 
なかでも大ホールはすべてが元どおりに   （リフレッシュした大ホール）    

修復され、完成時の姿が蘇りました。                  
 

この日、１９時からガラコンサートが行

われました。ファンファーレ、ハンガリー

国歌の斉唱に続き、リスト音楽院交響楽団

によるブラームスのハンガリー舞曲第５

番で幕開けでした。民俗曲、バルトーク、

バッハ、リスト、ドホナーニ、ベートーヴ

ェンとつぎつぎと披露されました。 
 
演奏者は、ピアノのガボール・ファルカ

ス、ヴァイオリンのカタリン・コカス、      （美しくなったリスト音楽院） 
チェロのジャジェリ・デヴィチら今を時めく音楽家が登場し、それぞれに奏で

る音は会場いっぱいに響き渡りどれも活き活きとして輝くように感じられまし

た。 
 

これまで以上の最高のコンサートでし

た。大ホールは、この後、１年半後まで

著名アーティストのコンサートで埋ま

っているということです。 
 
 
 
 
 

（ガラコンサートの様子） 
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5.リスト音楽院の新院長にヴィグ・アンドレアさん就任（１１月１日） 

当協会が、３年前に招いたハーピス

ト、ヴィグ・アンドレアさんが、１１

月１日にリスト音楽院の新しい院長

に着任されました。それまで院長だっ

たバッタ・アンドラーシュ氏は、政府

の音楽コミッショナーとして更に活

躍の場を広げられます。 
ヴィグ新院長は、１９９６年からリ

スト音楽院の教授を務め、１９９９年

から、エリザベート女王の別荘であっ

（右：山田会長、中央：バッタコミッショナー、左：ヴィグ新院長） たグドゥル宮殿で国際ハープ音楽祭 
を始められました。また、２０００年には、ハンガリー政府から芸術家に贈ら

れる最高のリスト賞を受賞されています。 
２００９年春にヴィグさんの演奏を聴いた役員が、この音を岐阜県の音楽フ

ァンたちにも聴いていただきたいと考え、２０１０年春にオンツァイ教授との

共演者として招聘しました。この時、名古屋市、岐阜市、高山市でコンサート

を開催し、各地で高い評価を得ました。またヴィグさんは、各地で満開の桜を

見ることができ、忘れられない思い出になったといいます。ヴィグ新院長は、

１０月２１日にブダペストのリスト音楽院新校舎を訪問した山田会長と会談に

臨み、「岐阜との交流は大切なことと思っている」と話され、今後も強い交流

を続けていくことを約束してくださいました。 
 
6.東濃支部活動始まる（２０１３年４月～） 

今年の４月に再出発した岐阜県ハンガリー友好協会東濃支部は、１０月２７

日多治見市のまなびパークたじみで、「文化講演会＆コンサート」と題して、

陶芸家 加藤幸兵衛氏と㈱セラメッセ社長 水野雅樹氏のトークショー、リスト

音楽院修了生のヴァイオリニスト加藤菜津子さんとピアニスト千葉博美さんの

デュオコンサート、そして陶都楽友会長でソプラノ歌手 斎藤順子さんと楽友会

員でピアニストの服部加奈さんのコンサートを開催しました。 
文化講演では、「ハンガリーの街並みとタイル」をテーマに、２００９年に

訪問したブダペストの建築物に見られるジョルナイタイル様式の街並みについ

て話し合われました。加藤氏は、陶芸家として大家であり多治見市無形文化財

保持者となられました。また水野氏は、笠原町でタイル製造に尽力している経

営者です。二人の話は、焼き物とタイルを活かした街づくりに話題が集まり活

発な意見交換が行われました。第２部のコンサートでは、加藤さんと千葉さん

の演奏でバルトークなどハンガリーの曲と日本の名曲が披露されました。また、

斎藤さんのソプラノ独奏と服部さんのピアノ独奏が披露されました。このトー

クショー＆コンサートには、友好協会の役員達も出席し楽しい会だったと話し

ていました。今後も支部の活躍を期待します。 
 

7.総会開催 

２０回目の総会を１２月に開催する予定です。日程等詳細については、追っ

てご連絡させていただきます。各位の参加を心よりお待ちします。 


